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●
応
募
期
限
／
３
月
30
日
㈮

●
応
募
書
類
提
出
先
／
市
国
際
交
流
課

●
お
た
ず
ね
／
県
文
化
国
際
課
（
℡

０
８
５
２
㉒
５
０
２
０
）

佐
藤
弘
道
お
兄
さ
ん

親
子
体
操
教
室　

参
加
者

●
と
き
／
３
月
31
日
㈯
12
時
30
分
受
付

●
と
こ
ろ
／
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

●
内
容
／
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽

し
め
る
体
操
教
室

●
募
集
人
数
／
親
子
１
，５
０
０
人
程
度

●
参
加
費
／
１
人
１
，０
０
０
円

●
申
込
期
限
／
３
月
23
日
㈮

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

●
観
覧
可

：

１
人
５
０
０
円
（
参
加
者

親
族
の
観
覧
は
無
料
）

●
お
た
ず
ね
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
雲
ス
ポ

ー
ツ
振
興
21
浜
山
公
園
管
理
グ
ル
ー

プ
（
℡

４
５
３
３
）

予
備
自
衛
官
補

●
内
容
／
社
会
人
や
学
生
を
予
備
自
衛

官
補
と
し
て
採
用
、
所
定
の
教
育
訓

練
終
了
後
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

●
応
募
資
格
／
平
成
19
年
７
月
１
日
現

在
、
一
般

：

18
歳
以
上
34
歳
未
満
、

技
能

：

18
歳
以
上
53
歳
未
満
（
保
有

す
る
技
能
に
よ
り
55
歳
未
満
）

●
受
付
期
限
／
４
月
９
日
㈪

●
第
１
次
試
験
／
４
月
14
日
㈯
ほ
か

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
自
衛
隊
出

雲
地
域
事
務
所
（
℡
㉑
０
８
３
１
）

ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
！

ま
ち
づ
く
り
交
流
会

●
と
き
／
３
月
19
日
㈪
19
〜
21
時

●
と
こ
ろ
／
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
４
階

●
内
容
／
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
人
々
の
活
動
紹
介
と
交
流
会

●
参
加
費
／
５
０
０
円

●
お
た
ず
ね
／
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
事

務
局
（
℡
㉑
３
８
１
８
）

国
際
交
流
員
文
化
探
訪
講
座 

参
加
者

●
内
容
／
⑴
韓
国
お
し
ゃ
べ
り
会
〜
韓

国
に
関
す
る
お
話
、
何
で
も
し
ま
し

ょ
う
！
〜
、
⑵
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
料

理
教
室
〜
バ
ン
セ
オ
（
ベ
ト
ナ
ム
風

お
好
み
焼
き
）
と
バ
ナ
ナ
デ
ザ
ー
ト

●
と
き
／
３
月
18
日
㈰
10
〜
12
時

●
負
担
金
／
⑴
無
料
、
⑵
７
０
０
円

●
募
集
人
数
／
⑴
20
人
、
⑵
15
人

●
申
込
期
限
／
３
月
15
日
㈭

●
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
／
出
雲
国
際
交

流
プ
ラ
ザ
（
℡
㉑
５
５
８
８
）

平
成
19
年
度
内
閣
府
青
年

国
際
交
流
事
業
参
加
青
年

●
募
集
内
容
／
「
国
際
青
年
育
成
交
流

事
業
」
ほ
か
４
事
業

※
詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

　休日や、平日の夜間にかかりつけ医が留守、また
は近くに医師がいないときは、下記をご利用ください。

※当番医は変更になることがあります。当日の当番医は、市
役所本庁および各支所の宿直（電話番号は6ページ参照）
または消防本部（TEL 21－2119）へおたずねください。
市ホームページでもお知らせしています。

日　程 医 療 機 関 名 電話番号 住 所

3月 9日（金） 竹 下 内 科 医 院 22－0202 大津新崎町

3月10日（土） 江 口 内 科 医 院 23－3166 塩冶有原町

きさ内科皮フ科クリニック 63－7210 平 田 町

3月12日（月） せ お 脳 外 科 内 科 20－2655 渡 橋 町

3月13日（火） 勝 部 小 児 科 医 院 22－7125 大津新崎町

3月14日（水） 伊 藤 医 院 43－1111 神西沖町

河 原 泌 尿 器 科 医 院 62－9155 西平田町

3月15日（木） 遠 藤 ク リ ニ ッ ク 23－2021 渡 橋 町

3月16日（金） 牧 野 内 科 24－2203 小 山 町

3月17日（土） 西 尾 医 院 53－5300 大社町北荒木

仲 田 医 院 63－1212 西平田町

3月19日（月） 知 井 宮 堀 江 医 院 21－0918 知井宮町

3月20日（火） あいあいクリニック 22－0022 塩 冶 町

3月22日（木） 松陽台佐藤クリニック 23－5883 白 枝 町

●出雲休日診療所　塩冶善行町　TEL 22－5543
　診 療 日／日曜、祝日
　診 療 科／内科・小児科
　受付時間／9時～11時、13時30分～16時

休　　日

●出雲休日診療所　塩冶善行町　TEL 22－5543
　診 療 日／月・火・木・金曜
　診 療 科／小児科
　受付時間／19時30分～21時30分
●在宅当番医（下表のとおり）
　診療時間／18時～23時

平日夜間

●と　き／３月２４日（土）１０時～１６時
　　　　　３月２５日（日）１０時～１５時
●ところ／出雲ドーム
●内　容／出雲地方の食材・食品の展示・販売、食
育を考えるコーナー、伝統芸能の披露、そば・和
菓子体験コーナー、マグロの解体・販売
●おたずね／出雲ブランド“食の祭典”実行委員会
（ＮＰＯ法人２１世紀出雲産業文化支援センター内、
ＴＥＬ ２５－２４８８）

●と　　き／４月２８日（土）・２９日（日）
●と こ ろ／出雲ドーム
●募集区画／７０区画（予定）
●出 店 料／１区画（３ｍ×２ｍ）
　　　　　　３，０００円（２日間）
●申込期限／３月３０日（金）
　※応募多数の場合は抽選
●申し込み・おたずね／
　実行委員会事務局
（市産業誘致課内、ＴＥＬ ２１－６５４９）

　出雲の数多くの食材や食品を一堂に集め、食を
通じて出雲を知り、交流を深めるイベントです。
みんなで、見て・食べて・体験してみよう。

3月24日（土）・25日（日）

フリーマーケット出店者募集

●と　　き／4月8日（日）
　　　　　　12時～13時
●と こ ろ／一の谷公園
●募集人員／ 7人程度

●申込期限／ 3月23日（金）必着
●申し込み・おたずね／はがきに、住所・氏名・年齢・
連絡先・電話番号・曲名・テープ持参の可否を記
入して、観光協会出雲事務局（〒693－8530 今市
町109－1、市観光政策課内、TEL 21－6588）

　地元の○○づくり教室、趣味の教室など、さまざま
なアイデアをお待ちしています。
　ボランティアセンターが、学習プログラムの作成や
生徒募集、会場確保や保険加入などのお手伝いをしま
す。ただし、ボランティア先生に謝金はありません。

◇教室開催時期　6月中旬～
　（要相談・2、3回の短期集中教室も可）
◇と こ ろ　教室の内容に合わせて要相談
◇申込期限　3月23日（金）
◇申し込み・おたずね　出雲市総合ボランティアセンター
　　　　　　　　　 （TEL 21－5400）

あなたの経験、知識、技術を
生かした教室を開催しませんか？

　

保
安
林
内
の
伐
採
許
可

な
ど
、
島
根
県
の
機
関
で

行
っ
て
い
た
次
の
事
務
を
、

権
限
移
譲
に
よ
り
4
月
か

ら
市
で
行
い
ま
す
。

保安林の伐採・農地転用などの許可を市で行います
○
民
有
林
の
開
発
行
為
の
許
可
等

に
関
す
る
事
務

　
（
例

：

出
雲
市
内
の
森
林
で
行

わ
れ
る
１
ｈａ
以
上
５
ｈａ
未
満
の

開
発
許
可
）

○
保
安
林
の
指
定･

解
除
等
に
関

す
る
事
務

　
（
例

：

一
部
の
保
安
林
に
つ
い

て
指
定
・
解
除
）

○
保
安
林
の
立
木
伐
採
等
の
許
可

等
に
関
す
る
事
務

　
（
例

：

保
安
林
内
に
お
け
る
伐

採
許
可
、
作
業
許
可
）

　

な
お
、
保
安
林
以
外
の
森
林
に

お
け
る
伐
採
の
届
出
窓
口
は
従
来

ど
お
り
市
で
す
。

 

・
お
た
ず
ね
／
農
林
基
盤
課
（
℡ 

㉑
６
５
５
６
）

　

あ
わ
せ
て
、
４
ｈａ
以
下
の
農
地

転
用
許
可
事
務
も
、
県
知
事
か
ら

市
農
業
委
員
会
へ
移
譲
さ
れ
ま

す
。

○
農
地
法
4
条
・
5
条
の
転
用
許
可

○
立
入
調
査

○
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
な
ど

 

・
お
た
ず
ね
／
農
業
委
員
会
事

務
局
（
℡ 

㉑
６
７
６
２
）

権
限
移
譲
さ
れ
る
事
務
内
容

14広報いずも２００７．３．８15 広報いずも２００７．３．８

　市では、「2007（第26回）出雲
ドームくにびきマラソン大会」で、
佐田町の小豆を使った温かいぜ
んざい2,000食を大会参加者へ振
る舞いました。
　これは、ぜんざいを出雲の特産

にする目的で設立された日本ぜん
ざい学会（田邊達也会長）と共に、
スポーツと食の融合、ぜんざいの
特産化と地産地消の推進を目的と
して実施したものです。
　今回が初めての試みでしたが、
大粒の小豆を使ったぜんざいは
大好評。長蛇の列ができるなか、
食育と出雲ぜんざいのＰＲを行
いました。
　同学会は、3月24日、25日に出
雲ドームで行われる「食の祭典」
にも参加し、ぜんざいの販売を
行う予定です。

●食育についてのおたずねは／健康増進課　食育推進室
　（ＴＥＬ ２１－２２１１　内線４２１１）

「ぜんざい」発祥の地 ～出雲～
　 「ぜんざい」は、出雲地方の「神在（じんざい）もち」
に起因するという説があります。これは、神様が出雲へ
集まる旧暦の10月に出雲大社でおこなわれる「神在祭」
に振る舞われた「神在（じんざい）もち」が、出雲弁に
より訛って「ずんざい」さらには「ぜんざい」と言うよ
うになったという説です。
　このことは、祇園物語にも「出雲国
に神在もちひと申事あり」、「赤豆をに
て一餅（もち）を入まいらせ」と記さ
れており、現在のぜんざいと同種の料
理であったことを示す記述があります。


